
2017（H29）⼤学院シラバス

社会福祉学専攻 ／ 保健医療福祉政策・計画・運営分野
授業科目 

社会保障特論I 

授業の概要
社会保障の機能・役割、社会保障の費⽤負担等に関する⽂献・資料を読み解き、社会保障分析の基礎知識を習得する。

授業の目的
社会保障のあり⽅を考える視点を明確化し、望ましい社会の姿との関連において、社会保障分析の基礎知識を習得し、今後の社会保障の
⽅向性を検討する基盤を確⽴する。

学習目標
１．社会保障の発展過程を理解し、その背景にある理念や哲学との関係において社会保障の重要性について認識することができる。
２．⽇本の社会保障の仕組みについて分析的に理解し、論点を明確化することができる。
３．望ましい社会との関連において社会保障の⽅向性について討論することができる。

授業計画

使⽤図書 

評価⽅法 
講義への参加度及びレポート等により評価する。

履修上の留意点
授業計画については、履修⽣の⼈数等に応じて変更することがある。

オフィスアワー・連絡先 
研究室Ｆ１０５(講義時間を除き、原則⽕曜⽇から⾦曜⽇まで在室）
E-mail chikafusa-aoyagi@nuhw.ac.jp

担当教員名
⻘柳 親房

対象学年 1・ 2 対象学科 保健学・ 健康科学・ 社会福祉学・ 医療情報

開講時期 前期 必修・選択 選択

単位数 2 時間数 30

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考

１ イントロダクション（授業概要、スケジュール、評価⽅法等） 講義・討論

２ ⽇本の社会保障の範囲と全体像 講義・討論

３ ⽇本の社会保障制度の仕組みと特徴 講義・討論

４ ⽇本の社会保障制度の変遷 講義・討論

５ ⽇本の⼈⼝問題 講義・討論

６ 社会保障関係費 講義・討論

７ 社会保障給付費 講義・討論

８ 社会保障の給付と負担 講義・討論

９ 国⺠負担率 講義・討論

１０ 地⽅財政 講義・討論

１１ 社会保障と税の⼀体改⾰ 講義・討論

１２ 課題に対するプレゼンテーション（１） 講義・討論

１３ 課題に対するプレゼンテーション（２） 講義・討論

１４ 課題に対するプレゼンテーション（３） 講義・討論

１５ まとめ

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 指定しない

参考書 授業時に適宜指⽰する

その他の資料 必要な資料等は適宜配布する


